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中国地方初!「広島空港リムジンバス」にタッチ決済を導入 

～広島空港から G7 サミット開催地である広島市内への移動が便利になります～ 

 

広島電鉄株式会社（本社：広島県広島市、代表取締役社長：椋田 昌夫）、広島バス株式会社

（本社：広島県広島市、代表取締役社長：沖田 和也）、広島交通株式会社（本社：広島県広島

市、代表取締役社長：前 泰弘）、芸陽バス株式会社（本社：広島県東広島市、代表取締役社長：

安井 千明）、中国ジェイアールバス株式会社（本社：広島県広島市、代表取締役社長：酒井 俊臣）、

三井住友カード株式会社（本社：東京都江東区、代表取締役社長：大西 幸彦）、株式会社ジェーシ

ービー（本社：東京都港区、代表取締役会長兼執行役員社長：浜川 一郎）は、広島空港から広島

市内間で運行している広島空港リムジンバスにおいて、三井住友カードが提供する公共交通機関向けソリュ

ーション「stera transit」を活用し、2023 年 4 月 26 日より、Visa・JCB のタッチ決済が利用可能になること

をお知らせいたします。 

 
＜概要＞ 

2023 年 5 月に主要国首脳会議『Ｇ７サミット』が広島県で開催されます。広島県の空の玄関口である

広島空港からサミット会場の地、広島市への移動手段となる空港リムジンバスをより多くの方に便利にご利用

いただけるよう、新たな運賃決済手段としてタッチ決済を導入します。これにより、乗車券を券売機で事前に購

入することなく、タッチ決済対応のカードやスマートフォンでタッチするだけで乗車が可能となります。Ｇ７サミット

へお越しになる関係者の方々をはじめ、県内外・海外からお越しになる皆さまの、広島空港と広島市内間のス

ムーズな移動をサポートします。 

なお、本事業は広島県観光連盟が立ち上げた「インバウンド観光誘客環境整備事業（サミット対応緊急

整備）補助金」の活用により実現する運びとなりました。 



                      

【利用開始日】 

2023 年 4 月 26 日（水）始発便より 
 

【対象路線】 

広島空港リムジンバス（広島空港～広島バスセンター、広島空港～広島駅新幹線口） 
 

【対象者】 

タッチ決済対応カード（クレジット、デビット、プリペイド）やスマートフォン等をお持ちの方 
 

【対応ブランド】 

Visa、JCB 

【利用方法】 

乗車時に、タッチ決済機能（  ）付きカード（クレジット・デビット・プリペイド）やスマートフォンなどで、車
内に設置されているタッチ決済専用機器にタッチすることで乗車可能となります。 

 

 

 

 
 
 

 

今後も、お客さまにより安全で利便性の高い空港アクセスの提供に努めてまいります。 
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【補足情報】 

＜タッチ決済について＞ 

タッチ決済は、国内外で展開されている国際標準のセキュリティ認証技術を活用した決済方法です。 

対応の端末にタッチ決済対応のカード（クレジット・デビット・プリペイド）または、スマホ等をタッチするだけ

で、サインも暗証番号の入力も不要(※)で、スピーディーかつ安心・安全にお支払いが完了します。ご利

用頂ける店舗は、コンビニエンスストア、ファストフードレストラン、スーパー、飲食店、ドラッグストア、書店、

百貨店、商業施設など、日常生活における利用シーンがますます拡大しています。 

(※)一定金額を超えるお支払いは、カードを挿し暗証番号を入力するか、サインが必要となります。 

 

 

＜stera transit について＞ 

 
決済プラットフォーム「stera」は、キャッシュレス導入に際した課題を解決するため、三井住友カードが、

GMO ペイメントゲートウェイ・GMO フィナンシャルゲートおよび Visa と共同で構築した事業者向け決済プ

ラットフォームです。 

「stera transit」は、「stera」の決済プラットフォームと国際ブランドの非接触決済「タッチ決済」を活用

した公共交通機関向けソリューションです。現金・事前チャージの必要がないという消費者の「利便性向

上」に加え、「感染症予防対策」「インバウンド受け入れ環境の整備」「地域のキャッシュレス決済促進」な

ど、交通分野にとどまらない幅広い効果も期待されます。また、「stera transit」の技術は、MaaS やスマ

ートシティの認証基盤としても活用できます。今後も、全国各地で導入を予定しております。 

 


